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総合型選抜

学校推薦型選抜（指定校）

9/8（月）よりウェブ出願受付　　＊方式によってウェブ出願受付の開始日が異なります

11/1（土）よりウェブ出願受付

■事前課題方式 専願 資格優遇

自分の考えをまとめることや発表することが好きな方

●志望理由書　 ●面接　 ●口頭試問

選考方法

■プレゼン方式特待生・併願
併願可 特待 免除金なしの合格あり 資格優遇

高校の総合学習や探究活動を受験に活かしたい方

●志望理由書　 ●面接　 ●プレゼンテーション

選考方法

■書類重視方式 専願 資格優遇

旅行の計画などをきっちり進めるのが好きな方

●志望理由書　 ●小論文

選考方法

■創立120周年記念女子特待生
専願 特待 免除金なしの合格あり 資格優遇

学びを活かし女性として将来社会で活躍したい方

●志望理由書　 ●面接　 ●プレゼンテーション

選考方法

■基礎学力方式 併願可 資格優遇

国語や英語の勉強を頑張ってきた方

●志望理由書　 ●学力検査（国語または英語）

選考方法

NEWNEW

資格優遇 … 資格優遇特待生制度。簿記や英検・数検など高校時代
に取得した資格によって初年度学費が最大90万円免
除になる制度です

特待 … 特待生奨学金制度。対象となる選抜の成績によって、
初年度学費が最大90万円免除になる制度です

KAETSU
多 様 な 生 徒 を 受 け 入 れ る 幅 広 い 入 試 制 度

UNIVERSITY

オープンキャンパス日程

2025

6/15
SUN

13：00～16：00

7/13
SUN

13：00～16：00

7/27
SUN

13：00～16：00

8/10
SUN

13：00～16：00

8/24
SUN

13：00～16：00

8/31
SUN

13：00～16：00

●志望理由書 ●面接 ●口頭試問 ●推薦書・調査書
選考方法専願 特待 資格優遇

本学が指定した高校の在校生を対象とする推薦型
選抜です。

NEW

高大連携特別選抜
1期は9/8（月）より、
2期は11/1（土）よりウェブ出願受付

専願 特待 資格優遇

高大連携の協定校の方向けの選抜です。

●志望理由書　 ●面接
選考方法

＊本学の高大連携制度もお問い合わせください。

受験料（入学検定料）0円
2025（令和7）年度に開催する
オープンキャンパスの個別相談に参
加して総合型選抜、学校推薦型選
抜、高大連携特別選抜のいずれか
に出願する場合、入学検定料を免除
します。ぜひ生徒にお薦めください。

お問い合わせ
〒187-8578 東京都小平市花小金井南町2-8-4
0120-970-800（キャリアデザインセンター）
 https://www.kaetsu.ac.jp/

ー
令
和
5
年
4
月
に
始
動
し
た
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
や
狙
い
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
昔
前
に
比
べ
て
、
現
代
は
大

学
卒
業
後
の
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
、
生

き
方
の
選
択
肢
が
実
に
多
彩
で
す
。

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
も
あ
っ
て

か
、
興
味
・
関
心
や
将
来
の
進
路
が

い
ま
一
つ
明
確
で
は
な
い
学
生
が
増

え
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
い
ま
の
4
年
制
大
学
に

は
、
学
問
の
教
授
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
生
自
身
が
興
味
・
関
心
を
再
発
見

し
、
社
会
へ
踏
み
出
す
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
大
学
側
の
支
援
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
社
会
の
変
化
や
学
生
の

状
況
を
踏
ま
え
、
本
学
で
は
教
育
の

在
り
方
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
4
月
に
始
動
し
た
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
は
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
で
掲
げ

る
よ
う
に
、「
社
会
人
・
職
業
人
と

し
て
自
立
し
成
長
で
き
る
人
材
」
の

育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
点
に
あ
り

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
何
か
一
つ

で
も
興
味
・
関
心
の
あ
る
も
の
を
在

学
中
に
見
つ
け
、
そ
れ
を
軸
に
意
欲

的
か
つ
自
発
的
に
学
び
を
深
め
て
い

け
る
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「
実
学
」

「
実
務
」「
実
践
」「
社
会
人
基
礎
」

の
4
本
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
「
実
学
」
に
関
し
て
は
、

本
学
が
経
営
経
済
学
部
の
単
科
大
学

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
大
学
の
経
営

学
部
や
経
済
学
部
と
同
様
に
、
経
営

学
や
経
済
学
と
い
っ
た
実
業
に
関
す

る
「
学
問
」
を
し
っ
か
り
と
学
べ
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
現
代
の
新
規
大
卒
者
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
企
業
の
現
場
で
す
ぐ
に

役
立
つ
実
務
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
学
が
「
実
務
」
を
二
つ
目

の
柱
に
据
え
る
の
は
こ
う
し
た
時
代

的
要
請
に
応
え
る
た
め
で
す
。
2
年

次
か
ら
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

「
I
C
T
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

「
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」「
ビ
ジ
ネ

ス
法
務
」
の
4
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

実
務
能
力
を
養
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
4
月
か
ら
は
、
特
に
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
と
I
C
T
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
内
容

を
よ
り
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る

の
は
、
実
社
会
で
最
も
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
、
あ

る
い
は
顧
客
を
理
解
し
て
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
提
案
す
る
力
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
の
身
近
な
例
と
し
て
消
費
財
の
売

買
を
思
い
浮
か
べ
る
学
生
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
実
際
に
一
番
人
気
が
高

い
コ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
文
系
学
部

だ
か
ら
理
系
分
野
の
業
界
に
進
む
の

は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
本
学
の
経
営
経
済
学
部
で
学
ぶ

学
生
に
と
っ
て
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

が
広
が
る
最
も
典
型
的
な
分
野
の
一

つ
が
、
実
は
I
C
T
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
で
あ
る
と
言
及
す
る
と
少
な

か
ら
ず
驚
か
れ
ま
す
。
I
C
T
・
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
強
化
に

加
え
、
全
学
共
通
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し

て
、
情
報
通
信
業
も
視
野
に
入
れ
た

就
職
指
導
と
情
報
提
供
を
戦
略
的
に

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
7

年
3
月
に
卒
業
し
た
学
生
の
う
ち
、

情
報
通
信
業
に
進
ん
だ
者
が
25
％
以

上
を
占
め
、
最
も
多
か
っ
た
こ
と

は
、
本
学
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　
三
つ
目
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
の
が
「
実
践
」
で
す
。
学
生
の

中
に
は
、
将
来
進
み
た
い
業
界
が
ハ

ッ
キ
リ
し
て
い
る
者
も
一
定
数
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
学
生
に
向
け
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
現
場
で
実
践
的
に
学
ぶ

「
8
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
学
生
が

興
味
・
関
心
を
持
ち
や
す
い
「
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
」「
I
C
T
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
エ
ン
タ
メ
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
」

「
起
業
・
事
業
承
継
」「
会
計
士
・

税
理
士
」「
地
域
創
生
」「
公
務
員
」

の
8
業
界
を
対
象
に
、
実
際
の
現
場

に
飛
び
込
ん
で
刺
激
を
受
け
な
が
ら

実
践
的
に
学
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　
最
後
の
柱
は
「
社
会
人
基
礎
」

で
、
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
の
一

般
的
な
能
力
や
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

を
学
ぶ
点
が
特
徴
で
す
。
こ
の
4
本

柱
か
ら
な
る
教
育
を
推
し
進
め
る
こ

と
で
、
卒
業
後
の
自
分
の
成
長
を
支

え
る
根
幹
部
分
、い
わ
ゆ
る
〝
底
力
〞

を
身
に
つ
け
た
学
生
を
輩
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
貴
学
の
入
試
の
仕
組
み
と
、
そ

の
背
景
に
あ
る
お
考
え
を
ご
教
示
く

だ
さ
い
。

　
入
試
制
度
と
し
て
は
、
多
様
な
生

徒
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
考
え
の

も
と
、
一
般
選
抜
は
も
ち
ろ
ん
、
総

合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
も
同

様
に
重
視
し
て
い
ま
す
。

ー
嘉
悦
学
園
は
本
年
10
月
に
創
立

1
2
2
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
の

展
望
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
。

　
本
学
の
ル
ー
ツ
は
、
明
治
36

（
1
9
0
3
）
年
創
立
の
私
立
女

子
商
業
学
校
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
こ
の
1
2
2
年
間
の
実
学
教
育

の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、
進
化
・

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
目

標
で
す
。
た
だ
し
、
時
代
の
流
れ
の

中
で
「
実
学
」
と
し
て
求
め
ら
れ
る

も
の
に
変
化
が
見
受
け
ら
れ
る
の
も

事
実
で
す
。
本
当
の
意
味
で
の
実
学

の
大
学
と
し
て
、
学
生
が
卒
業
後
に

社
会
で
活
躍
し
、
高
く
評
価
さ
れ
、

将
来
の
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
考

え
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
卒
業
後

も
自
ら
学
び
、
成
長
を
続
け
ら
れ
る

　
さ
ら
に
、
本
学
で
特
徴
的
な
の

は
、
入
試
以
前
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
個
別
相
談
や
高
校
に
私
た

ち
が
出
向
い
て
実
施
す
る
出
張
授
業

を
、
入
学
前
教
育
に
相
当
す
る
場
と

位
置
づ
け
て
い
る
点
で
す
。

　
本
学
が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
施
し
て
い
る
個
別
相
談
は
、
教
職

員
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
受
験
生
が

自
分
の
興
味
・
関
心
を
確
認
し
た

り
、
発
見
し
た
り
す
る
場
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。
総
合
型
選
抜
や
学

校
推
薦
型
選
抜
で
入
学
し
て
き
た
学

生
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
本
学
を
志
願
・

受
験
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ご
く
自

然
に
経
験
し
て
い
る
た
め
か
、
入
学

後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
で
の
出
張
授

業
も
同
様
で
、
大
学
で
行
う
キ
ャ
リ

人
材
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
は
、
い
ま
以
上
に
卒
業
生
や
企

業
と
連
携
を
深
め
、
実
学
教
育
を
進

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ー
社
会
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新

規
大
卒
者
に
エ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

　
現
代
社
会
は
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢

が
非
常
に
多
い
の
と
同
時
に
、
不
確

実
性
の
高
い
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
に

迷
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
進
む
道
を
一
度
決
め
た
の
な

ら
、
ま
ず
は
目
の
前
の
仕
事
に
真
剣

に
取
り
組
み
、手
応
え
を
得
て
、キ
ャ

リ
ア
を
築
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

一
足
飛
び
に
良
い
成
果
や
職
位
を
得

る
と
い
っ
た
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
て
い
ね
い
に

や
り
遂
げ
、
仮
に
小
さ
く
て
も
成
功

体
験
を
積
み
上
げ
て
い
き
、
周
囲
か

ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
で
確
実
に
自
己
成
長
は

実
現
し
て
い
く
は
ず
で
す
。
大
学
在

学
中
に
芽
生
え
た
興
味
・
関
心
を
卒

業
後
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
ら
学

ぶ
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
み
な
さ
ん
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ア
教
育
の
「
導
入
編
」
と
位
置
づ
け

よ
う
と
の
意
気
込
み
で
、
本
学
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
学
が
こ
う
し
た
方
針
を
と
る
の

は
、
現
時
点
で
は
自
分
で
も
ハ
ッ
キ

リ
し
な
い
興
味
・
関
心
を
入
学
後
に

再
発
見
し
て
い
こ
う
、
あ
る
い
は
自

分
の
可
能
性
を
再
発
見
し
た
い
と
い

う
意
欲
を
持
っ
た
学
生
を
本
学
が
求

め
て
い
る
か
ら
で
す
。
自
分
自
身
の

成
長
や
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
意

欲
を
持
っ
て
入
学
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
れ
に
応
え
る
教
育
体
制
が
本

学
に
は
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
い
ま
現
在
、
高
校
生
の

み
な
さ
ん
に
は
大
学
生
同
様
に
多
様

な
選
択
肢
が
あ
り
、
迷
う
こ
と
が
多

い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

自
体
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
入
学
後
は
、
本
学
の
4
本
柱
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ

た
将
来
の
進
路
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を

も
と
に
、
芯
と
な
る
も
の
を
見
つ

け
、
学
び
を
深
め
て
欲
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ー
高
校
教
員
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
高
大
連
携
の
取
り
組
み
や

模
擬
授
業
な
ど
の
際
に
、
進
路
指
導

ご
担
当
の
先
生
方
と
お
話
し
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。
高
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
様
変
わ
り
す
る
中

で
、
先
生
方
の
ご
尽
力
に
は
感
嘆
す

る
ば
か
り
で
す
。

　
本
学
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
横
断
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
試
み
て
い
ま

す
。
目
的
意
識
や
興
味
・
関
心
、
将

来
の
進
路
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
な
い

生
徒
こ
そ
、
大
き
く
成
長
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
進
路
選
択
に
迷
う
生

徒
の
み
な
さ
ん
が
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
機
会
を
、
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
若

者
の
キ
ャ
リ
ア
を
育
て
る
と
い
う
共

通
の
目
的
を
持
つ
高
校
教
諭
の
み
な

さ
ん
か
ら
、
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
頂

戴
し
な
が
ら
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
私
た
ち
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

「底力をつけよう。」
変化が激しい先の見えない時代だからこそ
大学は社会で活躍できるビジネスパーソンに必要な
「底力」を育む場所であるべきです。

「底力」とは
変化を読み解く 鋭敏な洞察力
変化を味方にする 柔軟な行動力
変化を乗り越える 強固な精神力

嘉悦大学は「実学教育」の大学です。
あなたはここで
経営や経済の基礎知識を深めます。
ビジネスの現場に足を運び自らの眼で確かめます。
人と本気で向き合い言葉を交わします。
アイデアを実務につなげる思考をします。
社会で活かせるキャリアや資格を目指します。
未知の世界へ踏み出す勇気を培います。

「経営学と経済学を一体で学べる」伝統のカリキュ
ラムと
学生に寄り添う少人数制の体験型教育が
あなたの「底力」を引き出します。

4年間で、あなたはきっと変わります。
「底力」を手に入れたあなたは、どこへでも飛び立
てます。
嘉悦大学は、あなたが未来へ向かう滑走路なのです。

そして、あなたの「底力」は、いつか誰かを支える
力となる。
 嘉悦大学

キーフレーズ＆ステートメント（ショートバージョン）

「
就
職
後
も
自
発
的
に
学
ぶ
学
生
を

育
て
た
い
」と
話
す
森
本
孝
学
長

4
本
柱
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

成
長
や
挑
戦
へ
の
意
欲
を
重
視

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

VOL.

森
本
孝
氏

大
幅
な
志
願
者
増
に
つ
な
が
っ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
嘉

悦

大

学

学

長

嘉悦大学

歩み HISTORY

明治36年
（1903年）

嘉悦孝
たか

が「私立女子商業学校」を
開校

明治40年
（1907年）

麹町区土手三番町（現在の市ケ谷
駅前）に校舎を建築し、移転。
「私立日本女子商業学校」に改称

大正8年
（1919年）

嘉悦孝が校長に就任。同時に「日
本女子商業学校」に改称

昭和4年
（1929年）

「日本女子高等商業学校」を設置

昭和7年
（1932年）

麴町区富士見町に移転

昭和19年
（1944年）

「日本女子高等商業学校」を「日
本女子経済専門学校」に改称

昭和25年
（1950年）

「日本女子経済短期大学」を新た
に設置

昭和57年
（1982年）

「日本女子経済短期大学」を「嘉
悦女子短期大学」に改称。同時に
東京・花小金井キャンパスに新校
舎を落成し移転

平成5年
（1993年）

「嘉悦女子短期大学」に経営情報
学科を増設（4月）。嘉悦学園創立
90周年記念式典を挙行（10月）

平成8年
（1996年）

英国・ケンブリッジ大学マレーエ
ドワーズカレッジ（当時ニューホー
ルカレッジ）敷地内に「嘉悦ケンブ
リッジ教育文化センター」を竣工

平成13年
（2001年）

「嘉悦大学経営経済学部経営経済
学科」を開学。同時に「嘉悦女子
短期大学」を「嘉悦大学短期大学
部」に改称

平成15年
（2003年）

嘉悦学園創立100周年を迎え、記
念式典を挙行

平成17年
（2005年）

「嘉悦大学経営経済学部」に経営
法学科を開設。「嘉悦大学短期大学
部」の経営情報学科をビジネスコ
ミュニケーション学科に名称変更

平成22年
（2010年）

「嘉悦大学大学院」ビジネス創造
研究科ビジネス創造専攻（修士課
程）開設

平成24年
（2012年）

「嘉悦大学ビジネス創造学部」ビジ
ネス創造学科を開設。「嘉悦大学大
学院」ビジネス創造研究科ビジネス
創造専攻（博士後期課程）を開設

平成25年
（2013年）

嘉悦学園 110 周年を迎える。
「110 年マイルストーンに、新た
な一歩を」をテーマに、特色ある
教育型イベントを実行

令和5年
（2023年）

嘉悦学園 120 周年を迎える。タ
グライン 〝実学を 120年。「経営 
経済」の KAETSU〞 を制定

過去から、そして未来へ―

学長森本 孝氏
もりもと・たかし●慶應義塾大学経済学部卒業。慶應義塾大
学経済学研究科後期博士課程単位取得退学。修士（経済学）。
平成 4（1992）年、嘉悦女子短期大学（現・嘉悦大学）に着任。
平成 25（2013）年より経営経済学部教授。令和 2（20）年 4
月より経営経済学部長。令和 5（23）年 4月、学長に就任。専
門は経済学史、経済思想史。

　

創
立
者
の
嘉
悦
孝た

か

が
明
治
36（
1
9
0
3
）年
に
設
立
し
た「
私
立
女
子
商
業
学
校
」を
前
身
と
し
、
本

年
10
月
に
学
園
創
立
1
2
2
周
年
を
迎
え
る
嘉
悦
大
学（
東
京
都
小
平
市
）。
女
性
の
社
会
進
出
が
困
難

と
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
時
代
と
社
会
が
求
め
る〝
信
頼
さ
れ
る
職
業
人
〞
の
育
成
を
追
求
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
令
和
5
年
4
月
に
学
長
に
就
任
し
た
森
本
孝
氏
を
訪
ね
、
大
幅
な
志
願
者
増
に
つ
な
が
る

な
ど
、
成
果
を
得
て
い
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
お
よ
び
背
景
に
あ
る
考
え
を
は
じ
め
、
社
会
へ
一
歩

を
踏
み
出
し
た
新
規
大
卒
者
へ
の
エ
ー
ル
や
高
校
教
諭
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
う
か
が
っ
た
。

実
学
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
新
教
育
体
系

高
校
現
場
に
伝
え
発
展
さ
せ
た
い
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